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＝開会 午後１時０４分＝ 

 

○議長（岩永敏博君） 

 出席議員は定足数に達しております。これより令和７年第２回長崎県後期高齢者医

療広域連合議会定例会を開会いたします。 

 直ちに会議に入ります。 

 日程１「会期について」を議題といたします。今定例会の会期は、本日１日間とし、

会期中の日程につきましては、お手元に配付のとおりにすることにご異議ございませ

んか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は１日間と決定いたしました。 

 日程２「議席の指定について」、各議員の議席は、お手元に配付しております議席

表のとおり指定いたします。 

 日程３「会議録署名議員の指名について」は、２番、川副剛議員及び、１３番、松

本順子議員を指名いたします。 

 ここで、連合長から発言の申出があっております。 

 連合長。 

 

【古川隆三郎君 登壇】 
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○連合長（古川隆三郎君） 

 皆様、こんにちは。長崎県後期高齢者医療広域連合長の島原市長の古川と申します。

開会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は、広域連合議会８月定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様方には、

ご健勝にてご出席を賜り厚く御礼を申し上げます。 

 はじめに、本年２月定例会以降、県内において５つの市議会議員選挙と２つの町議

会議員選挙が行われました。また、４つの市町で議員の役員改選が行われましたこと

から、本日の定例会では、約半数の広域連合議員の交代が行われたところであります。 

 新たに議員の就任されました皆様方を含め、今後とも議員各位におかれましては、

ご支援、ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 さて、後期高齢者医療制度は、発足から１７年が経過したところでございます。こ

の間、社会情勢や人口動態が大きく変動したことにより、国においては持続可能な全

世代型社会保障の構築に向けた取組を加速されています。本制度も大きく変化しよう

としています。このような中、全ての被保険者の皆さん方が健康に暮らし、また安心

して医療を受けていただけるよう、当広域連合としましては、後期高齢者医療の適正

な運営に努めさせていただいているところであります。 

 ここで、本年２月議会以降、国において進められている後期高齢者医療制度の見直

し等について、２点、お話をさせていただきます。 

 まず１点目です。高額療養費の上限額引上げを伴う制度改正につきましては、医療

の高度化や高齢化の進行に伴い、高額療養費の支給額は医療費全体を上回るペースで

伸びている状況であり、制度の持続性を確保するとともに、被保険者の保険料負担の

軽減、セーフティーネットとしての役割維持といった観点から、昨年末、国は同制度

の見直し方針を固め、自己負担限度額の引上げ、所得区分の細分化などを段階的に実

施することとしました。しかしながら、世論から大きな反発があったことから、国は

患者団体と面会するなど理解を求めましたが、最終的に３月７日、制度見直しについ
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て実施を見合わせる意向を表明したところであります。その後、５月２６日に、社会

保障審議会・医療保険部会の下に「高額療養費制度の在り方に関する専門委員会」を

設置し、現在、集中的に議論を行っているところであり、秋までに改めて方針を決定

することとされています。 

 ２つ目です。マイナンバーカードを健康保険証として利用する「マイナ保険証」に

ついて、後期高齢者医療での利用率は、長崎県では本年５月時点で３０．５８％であ

ります。昨年の同月比が６．３１％でありましたので、大幅に上昇はしておりますも

のの、依然、低い状況と言えると思います。 

 こうした中、厚労省は、後期高齢者医療において、暫定的に実施しているマイナ保

険証の保有の有無にかかわらず、全ての被保険者に対し、資格確認書を職権交付する

対応を、来年夏まで１年間延長することとされました。これを受け、７月中に全被保

険者に資格確認書を交付したところであり、県内市町の担当課においてもご協力をい

ただいてることであります。県内市町の皆様方にも、御礼を申し上げます。 

 なお、本日は、令和６年度一般会計及び特別会計決算、条例改正などの議案を提案

することとしております。ご審議のほど、よろしくお願いしますとともに、各議案に

対しましても議員皆様方のご賛同賜りますようお願い申し上げまして、私からの挨拶

とさせていただきます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 次に、日程４「経過等の報告事項について」、事務局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

○総務課長（吉田卓史君） 

 はい、総務課長しております吉田と申します。よろしくお願いいたします。 

 それでは、経過等の報告事項について、私のほうからご説明させていただきます。 
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 資料は当日の配付資料の中に、ピンクの表紙であります経過等の報告事項っていう

のが入ってるかと思います。こちらのほうでご説明をいたします。 

 では、資料の１ページ目をご覧ください。 

 前回開催の議会定例会、今年２月１２日に開催しましたが、それ以降における広域

連合の主要な事項につきまして、ご報告をいたします。 

 まず１番、国の動向について。 

 １つ目は、「高額療養費制度に見直し」についてです。 

 このことにつきましては、先ほど、連合長がご挨拶の中でご説明したとおりでござ

います。政府は高額療養費制度を見直すため、現在は有識者を委員とする専門委員会

を設置し、検討中であり、本年秋までに方針を決定するとのことでございます。 

 ２つ目、「医療法等の一部を改正する法律案」。 

 地域で良質かつ適切な医療を効果的に提供する体制を構築するため「地域医療構想

の見直し」「医師偏在是正に向けた対策」「医療ＤＸの推進」のために必要な措置を

講じるとした法案が、２月１４日に閣議決定をされました。この中で「医師偏在是正

に向けた施策」では、重点区域を定め、当該区域の医師手当支給に関する事業が開始

されることとなっております。 

 なお、本法案は国会において継続審議中となっております。 

 ３つ目です。「資格確認書の職権交付暫定措置延長」についてでございます。 

 こちらも、先ほど連合長からご説明したとおりでございます。マイナ保険証の保有

状況にかかわらず、全ての被保険者に対して資格確認書を職権交付する措置が、来年

７月まで１年間延長されております。 

 ４つ目が、「子ども・子育て支援金について」です。 

 少子化対策を強化するために、子ども子育て支援金制度が創設されてますが、子育

て世代を、全世代・全経済主体が支えるという趣旨から、その財源は医療保険料とし

て全国民から徴収される仕組みとなっております。 



―７― 

 支援金制度については、まだ詳細は知らされておりませんが、今後、政令改正等に

より、具体化されるものと承知しております。 

 続きまして、２番、国に対する要望についてです。 

 令和７年６月４日、全国の広域連合で組織する全国後期高齢者医療広域連合協議会

の令和７年度広域連合長会議が東京都内で開催され、後期高齢者医療制度の基盤強化

や持続性を確保し、必要な改善を図るため、以下の事項について、要望書を厚生労働

大臣宛てに提出しております。 

 同要望書は、参考として８ページから１１ページに掲載をしております。 

 続きまして、２ページのほうにお戻りください。 

 ２ページ３番、令和７年度保険料賦課についてでございます。 

 （１）賦課決定についてです。令和７年度の保険料は、広域連合で６月に賦課決定

を行い、７月中旬に保険料決定額通知書と納付通知書を各市町から送付しております。

当初、賦課人数が２３万９，５００人で、軽減後賦課総額が１７１億４，６３４万円、

１人当たり賦課額が７万１，５９２円となりました。これまでの「保険料率について」

及び「賦課限度額について」は、記載の表のとおりとなっております。賦課限度額に

ついては、「高確法施行令」の改正に伴い、令和６年度から８０万円というふうにな

っております。 

 ２ページの下段に、（２）賦課総額及び１人当たりの賦課額として表を載せており、

令和６年度との比較をまとめております。 

 また、次の３ページにあります、（３）保険料軽減の状況です。表は均等割軽減の

うち、７割、５割、２割軽減対象者をまとめたものです。軽減対象者は合計で１７万

６，８２４人で、被保険者全体の７３．８％に当たります。 

 （４）保険料賦課額階層別区分については、記載のとおりです。 

 続きまして、４ページをお開きください。 

 ４、被保険者資格の一斉更新についてです。６月に被保険者資格の一斉更新を行い
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ました。その後、資格確認書を７月中に各市町から送付しております。令和７年度は

４ページに見本で記載しておりますとおり、紫色となっております。令和８年７月３

１日までの暫定措置により、全ての被保険者の方に職権で交付をしています。したが

いまして、今年度は「資格情報のお知らせ」の送付はございません。 

 資格確認書の交付状況については、記載の表のとおりです。医療機関での窓口負担

割合（３割・２割・１割負担）それぞれの交付人数を記載をしております。 

 次に５番、保険料の収納率についてです。令和６年度普通徴収及び特別徴収の現年

合計で９９．５４％、滞納繰越分につきましては３８．９９％となっております。ま

た、現年分と滞納繰越分の合計で、前年度の０．０３ポイント下回る９９．１３％と

なりました。 

 続きまして、５番上段には、保険料収納率の推移表を掲載をしております。また、

巻末の１２ページに６年度の市町別保険料収納率一覧表、こちらを掲載しております

ので参考とされてください。 

 ５ページにお戻りください。引き続きでございます。 

 ６番、次期特定期間。これは令和８年、９年度になりますが、こちらの保険料率に

ついてでございます。後期高齢者医療の保険料率については、法律に基づき２年ごと

に改定を行います。令和８年度、９年度の保険料率改定については、現在、保険料試

算に必要な医療費の推計等を行っており、令和８年２月の広域連合議会に関係条例を

提案できるよう、試算を行うことといたしております。 

 保険料率の算定は、過去の医療費及び被保険者数の実績から、将来推計値を算出し、

令和８年度、９年度の医療給付費等の歳出見込額と負担金、補助金、交付金等の歳入

見込額、こちらの推計から保険料収納必要額を算出しまして、均等割額と所得割率を

決定します。保険料率算定の基礎となる後期高齢者医療費は、子ども・子育て支援金

創設を盛り込んだ「子ども・子育て支援法の一部を改正する法律」が公布されたこと

を受け、今後、政令等で規定される子ども・子育て支援納付金や診療報酬改定を注視
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しつつ、作業を進めることといたしております。 

 続きまして７番、懇話会についてでございます。 

 懇話会は、後期高齢者医療制度の円滑な運営に関して、広く意見を求めるため設置

しているもので、被保険者の代表、それから保険医・保険薬剤師及び公益を代表する

委員１０名で構成されています。 

 第１回目は７月１日に開催し、出席委員は８名でした。主な質問、ご意見及び懇話

会委員名簿は６ページに記載をしております、記載のとおりでございます。 

 最後に８番、広報・周知についてでございます。 

 後期高齢者医療制度の広報・周知については、法域連合と市町が連携をして、各種

広報媒体を活用した分かりやすい広報活動に努めているところです。広く制度の周知

するために、制度概要のパンフレットの作成や健康診査及び口腔ケアを周知するため

のポスターやリーフレットを作成し、県内市町及び件の公共機関や県内医療機関への

掲示、公共機関窓口への設置・配布を行いました。特に、令和８年７月３１日までの

暫定措置として、全ての被保険者に対して資格確認書を交付することとなったため、

令和７年に年次更新分として発送する際に、マイナ保険証の有益性を記載したリーフ

レットや制度概要を記載したパンフレットを同封し、被保険者の方へ周知を図ってお

ります。 

 そのほかにも、広域連合のホームページにおいて、最新の情報が確認できるよう随

時更新をしているところです。市町及び広域連合の広報・周知状況については、７ペ

ージに記載しているとおりでございます。 

 以上で「経過等の報告事項について」の説明を終わります。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ただいまの経過報告につきましては、ご了承をお願いします。 

 次に、日程５、同意議案第２号を議題といたします。連合長の説明を求めます。 
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 連合長。 

 

【古川隆三郎君 登壇】 

 

○連合長（古川隆三郎君） 

 同意議案第２号は、副広域連合長の選任につきまして、議会のご同意を求めるもの

でございます。 

 広域連合規約第１１条第１項及び第１３条第４項の規定により、市町の長のうちか

ら２名を選任することとなっておりますが、現在２名とも欠員であります。この副広

域連合長として、大村市の園田裕史市長、長与町の吉田愼一町長、この２名を適任者

と認め、選任したいと存じます。 

 ご同意賜りますよう、どうぞよろしくお願いを申し上げます。以上であります。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 これから、同意議案第２号「副広域連合長の選任につき議会の同意を求めることに

ついて」は、直ちに採決することにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 ご異議がございませんので、採決いたします。 

 園田裕史君、吉田愼一君を副広域連合長に選任することについて、同意することに

ご異議ございませんか。 
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【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、同意議案第２号が同意することに決定いたしました。 

 ただいま選任されました吉田副広域連合長からの発言の申出があっておりますので、

許可いたします。 

 吉田副広域連合長。 

 

【吉田副広域連合長 登壇】 

 

○副広域連合長（吉田愼一君） 

 ただいま、ご推挙をいただきました、副広域連合長に選任をいただきました長与町

長の吉田愼一でございます。皆さん、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、少子高齢化、人口減少という現在の社会情勢におきましても、後期高齢者医

療制度における被保険者数は右肩上がりに増加をしておりまして、その傾向はしばら

くの間、続くものと推計されておりまして、後期高齢者医療制度の果たすべき役割は

ますます高まっていくものと思っております。 

 広域連合の役割は、被保険者の皆様が適切な医療を受けられるよう努めるとともに、

保健事業等を通しまして、高齢者の皆様方がいつまでも健康で、そして安心して暮ら

していける社会を作っていくものと認識をしておるところでございます。私も微力で

はございますけども、古川広域連合長の補佐役といたしまして、今後、微力を尽くし

ていきたいと存じておりますので、議員各位のご指導、ご協力をお願いを申し上げた

いと思っております。 

 副広域連合長の就任の挨拶とさせていただきます。今後とも、どうぞよろしくお願
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い申し上げます。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 事務局から報告があります。 

 事務局長。 

 

○事務局長（萩原哲郎君） 

 ただいま選任されました、副広域連合長、もう一方、園田副広域連合長は、本日、

大村市議会定例会の本会議が開催中であるため、ご欠席となっております。 

 以上、ご報告を申し上げます。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 次に、日程６「議案第１０号」を議題といたします。提案理由について、事務局の

説明を求めます。 

 事務局長。 

 

○事務局長（萩原哲郎君） 

 ただいま上程されました議案第１０号「長崎県後期高齢者医療広域連合職員の勤務

時間、休暇等に関する条例及び長崎県後期高齢者医療広域連合職員の育児休業等に関

する条例に一部を改正する条例」について、ご説明申し上げます。 

 白い表紙の定例会議案、１ページから９ページまで。それから、緑色の表紙の定例

会説明資料は１ページから７ページまでとなっております。 

 それではまず、白色の表紙、定例会議案の３ページをご覧いただきたいと存じます。 

 ３ページの下段、提案理由に記載のとおり、育児を行う職員の職業生活と家庭生活

の両立を一層容易にするため、国家公務員に準じ、仕事と育児の両立支援制度の利用
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に関する職員の意向確認等に係る措置、それから地方公務員の育児休業等に関する法

律の一部改正による、部分休業制度の拡充について、広域連合職員においても同様に

講じるため、この条例案を提出するものです。 

 なお、当該条例改正は、法改正に伴うものでございまして、県内の各市町におかれ

ましても同様の改正が既になされたところか、あるいは９月議会で改正の予定である

と存じます。 

 提案する条例については、４ページから９ページに記載をさせていただいておりま

すが、内容につきましては、緑色の表紙、定例会説明資料でご説明をさせていただき

たいと存じます。 

 恐れ入りますが、定例会説明資料の２ページをご覧いただきたいと思います。 

 ２ページの横書きの表になります。 

 中ほど、「主な内容」ですが、まず、「勤務時間条例」については、①職員（本人

又は配偶者）が妊娠し、出産したこと等を申し出た場合に、両立支援制度等の情報提

供・意向確認を行うことを任命権者に義務づける。また、②３歳に満たない子を養育

する職員に対する育児に係る両立支援制度等の情報提供・意向確認等を任命権者に義

務づけることを規定するものです。 

 次に、「育児休業条例」の関係です。職員が取得する部分休業について、現行の１

日につき２時間を超えない範囲内で取得をできる形態に加えまして、１年につき１０

日相当を超えない範囲内で取得する形態を新たに設けることとし、職員はいずれかの

形態を選択できるものとするものです。なお、この条例改正については、ご覧いただ

いている表の右側の列、制定根拠の欄に記載のとおり、「地方公務員の育児休業等に

関する法律の一部を改正する法律」による改正となっております。 

 続きまして、３ページをご覧いただきたいと思います。 

 新旧対照表です。右側が現行、左側が改正案となっております。 

 ３ページから４ページが職員の勤務時間、休暇等に関する条例改正案。 
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 それから、５ページから７ページが職員の育児休業等に関する条例改正案でござい

ます。なお、この改正条例につきましては、令和７年１０月１日からの施行の予定と

しております。 

 議案第１０号の説明は以上です。よろしくご審議をいただきますようお願い申し上

げます。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 それでは、議案に対する質疑を行います。 

 本件については、事前通告はありませんでしたが、質疑がある場合は、質疑箇所の

ページをお示しの上、発言をお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 なければ、これをもって議案第１０号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第１０号「長崎県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等

に関する条例及び長崎県後期高齢者医療広域連行職員の育児休業等に関する条例の一

部を改正する条例」に対する討論に入ります。 

 ございませんか。 

 なければ、これをもって討論を終結し採決をいたします。 

 「議案第１０号」を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって「議案第１０号」は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程７「議案第１１号及び議案第１２号」を一括議題といたします。 
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 提案理由について、事務局の説明を求めます。 

 事務局長 

 

○事務局長（萩原哲郎君） 

 ただいま上程されました議案第１１号「令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連合

一般会計歳入歳出決算」及び議案第１２号「令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連

合後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算」につきまして、一括してご説明申し上げま

す。なお、この決算につきましては、令和７年６月２５日に監査委員の審査を受け、

７月１６日付で審査意見書が提出されました。本日、水色の表紙「長崎県後期高齢者

医療広域連合各会計歳入歳出決算審査意見書」として配付をさせていただいておりま

すので、ご参照いただければと存じます。 

 また、地方自治法に基づく黄色の表紙「令和６年度決算に係る主要な施策の成果説

明書」も同じく配付をさせていただいております。各会計の歳出のご説明の際に、併

せてご覧いただければと存じます。 

 それではまず、議案第１１号、令和６年度一般会計歳入歳出決算についてご説明申

し上げます。 

 まず、白い表紙の「定例会議案書」。 

 １１ページから１６ページです。 

 １２ページからの歳入歳出決算書では、各款及び項ごとに決算額を記載をしており

ます。 

 １２ページ、１３ページは歳入決算です。 

 １３ページの左側の行の一番下、収入済額の合計は２億９，７２４万２，９７５円

となっております。 

 続きまして、１４ページ、１５ページが歳出決算です。 

 １５ページの左の行の一番下、支出済額の合計は２億６，１６５万１，７８６円と
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なっており、続きまして１６ページをお願いいたします。 

 一番上、歳入歳出差引残額は３，５５９万１，１８９円となっております。この詳

細につきましては、後ほど緑色の表紙「定例会説明資料」によりご説明いたします。 

 引き続き、議案第１２号、令和６年度特別会計決算についてご説明いたします。 

 こちらも引き続き、白い表紙の「定例会議案書」でご説明申し上げます。 

 １７ページから２６ページです。 

 １８ページをお願いいたします。 

 １８ページから歳入歳出決算書では、一般会計と同様に各款及び項ごとの決算額を

記載をさせていただいております。 

 １８ページから２１ページが歳入決算です。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ２１ページの左の行の一番下、収入済額の合計額が２，４７０億１，０７９万２，

２９８円となっております。 

 続きまして、２２ページから２５ページは歳出決算でございます。 

 ２５ページをお願いいたします。２５ページの左の行の一番下、支出済額の合計額

は２，３９８億１，６４８万５６０円となっております。 

 続きまして、２６ページをお願いいたします。 

 一番上、歳入歳出差引残額は７１億９，４３１万１，７３８円となっております。 

 それでは、この歳入歳出決算の詳細につきまして、緑色の表紙「定例会説明資料」

により総務課長からご説明申し上げます。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 総務課長。 
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○総務課長（吉田卓史君） 

 はい、総務課長でございます。 

 私のほうから、緑色の説明資料、こちらのほうで歳入歳出決算の詳細を説明してい

きたいと思います。 

 緑色の表紙の資料１０ページをお開きください。 

 ここでは、令和６年度一般会計の歳入歳出決算をご説明いたします。上段の表、１、

収支の状況（１）収支でございます。これは、下段に参考として、前年度決算額との

比較を載せておりますので、併せてご覧ください。歳入総額は、２億９，７２４万２，

９７５円、対前年比４，４８０万９，４９４円。率にして１７．７５％の増でござい

ます。歳出総額は、２億６，１６５万１，７８６円で、対前年度比２，４９４万４，

０５７円。率にして１０．５４％の増となっております。歳入歳出差引額及び実質収

支額は、ともに３，５５９万１，１８９円となっております。 

 次に、中段の表、（２）款別区分でございますが、一般会計歳入歳出決算額を各款

ごとに記載したものであり、これを円グラフにしたものを１１ページに記載をしてお

ります。 

 １１ページをご覧ください。 

 歳入においては、分担金及び負担金、市町からの負担金が８１．７６％を占めてお

り、歳出においては総務費、広域連合の運営に係る経費が９９．３５％を占めており

ます。 

 次に１２ページをご覧ください。 

 ２、総括表でございます。この総括表で内容の説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。主な款ごとに収入済額をご説明をいたします。総括表の

一番上、１款、分担金及び負担金は２億４，３０１万９，９７９円で、広域連合の運

営事務に係る県内２１市町からの共通経費負担金であり、この表の右側の欄「収入済

額の説明」には、市町からの負担割合を記載しております。 
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 続きまして、４款、財産収入、２，３４３万３，７８６円で、これは財政調整基金

の運用益でございます。 

 続きまして、６款、繰入金、１，５００万３，０００円で、財政調整基金を取り崩

し、繰入金として受け入れたものでございます。 

 続きまして、７款、繰越金は１，５７２万５，７５２円で、令和５年度の決算余剰

金を受け入れたものでございます。 

 １３ページをご覧ください。 

 歳出でございます。なお、黄色の表紙の「決算に係る主要な施策の成果説明書」１

ページから３ページ。また水色の表紙の「決算審査意見書」の１６ページから１８ペ

ージ。こちらにも、一般会計の歳出内容について記載をしております。 

 それでは、緑色の表紙の説明資料、１３ページにお戻りください。 

 歳出の主な款項目と支出済額をご説明いたします。１款、議会費は１７０万６，８

７５円で、議会定例会などの開催に係る議員報酬及び旅費等でございます。２款、総

務費は２億５，９９４万４，９１１円でございます。主なものといたしましては、１

項１目、一般管理費２億３，８９９万１，３１２円で、職員給与費等１億９，１２２

万５，６４３円。事務室借上げ等に係る経費１，７１５万９，２６０円でございます。

また、その他事務経費の中に、令和６年度から有料化されました公金振込手数料１，

４７７万７，６３３円が含まれております。１項２目、運営委員会費は２２万７，２

３５円。こちら、県内２１市町の首長で構成する運営委員会に係る経費、１項３目、

幹事会費は５１万２，７５０円は、県内市町の後期高齢者医療担当課長等で構成する

幹事会及び担当者による会議に係る経費でございます。１項４目、財政調整基金費は

１，９８６万１，０００円で、年度間の財源調整を行うことにより、健全な財政運営

を行うための基金積立金でございます。２項１目、選挙管理委員会費１３万７，５０

３円、３項１目、監査委員費が２１万５，１１１円。こちらは、それぞれの会議等に

係る、開催に係る経費でございます。 
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 それでは次に、水色の表紙「後期高齢者医療広域連合の各会計・歳入歳出決算・審

査意見書」、こちら、水色の表紙の分で、一般会計による前年度との比較等について、

主なものを説明いたします。 

 審査意見書の１３ページをお開きください。 

 こちら、歳入が増となった主な理由をご説明いたします。まず、１款、分担金及び

負担金において、表の右から２番目に増減額が記載しておりますが、２，０７４万６，

０００円増加しております。これは、公金振込手数料が有料化されたことなどにより、

市町負担金が増加したものでございます。 

 １４ページをご覧ください。 

 第４款、財産収入です。これは、財政調整基金の運用益を受け入れたものでござい

ますが、同じく表の増減額のところ、２，１０９万６，０００円増加しております。

これは、預金利子の上昇に伴い、運用益が増加したものでございます。 

 次に、歳出が増となった主な理由についてですが、１７ページをご覧ください。 

 ２款、総務費において、ページの中ほど、１項１目一般管理費において、１、職員

給与費等。こちらが、合わせますと５５４万円増加をしております。これは、人事院

勧告に伴うものでございます。また、４番の公金振込手数料については、昨年１０月

から有料化に伴い、１，４７７万８，０００円皆増したものでございます。 

 以上が、令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算でござい

ます。 

 続きまして、議案第１２号の後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算についてご説明

をいたします。 

 恐れ入りますが、緑色の表紙、緑色の説明資料１６ページにお戻りいただけますで

しょうか。 

 １６ページ、上段の表、１、収支の状況（１）収支でございます。こちらも、一番

下の下段に「参考」として、前年度決算額との比較を載せておりますので、併せてご
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覧ください。歳入総額２，４７０億１，０７９万２，２９８円で、対前年度比２．５

９％の増でございます。歳出総額は２，３９８億１，６４８万５６０円で、対前年度

比１．８０％の増でございます。歳入歳出差引額及び実質収支額はともに７１億９，

４３１万１，７３８円でございます。中段の表、（２）款別区分でございますが、歳

入歳出決算額を各款ごとに記載したものであり、こちらも同じく円グラフにしたもの

を１７ページに記載をしておりますので、１７ページをご覧ください。 

 上段の歳入でございますが、国庫支出金、県支出金、支払金交付金を合わせますと、

歳入全体の８０．５９％、各市町からの負担金が１６．６２％であり、このうち被保

険者の皆様から納めていただいた保険料負担金は全体の６．５７％となっております。

次に下段の歳出でございますが、保険給付費が全体の９８．０７％とほとんどを占め

ております。 

 次に、１８ページから歳入・歳出ごとに総括表を記載をしておりますので、この総

括表に基づき、主な内容をご説明をいたします。１８ページをご覧ください。 

 歳入でございますが、主な款ごとに収入済額をご説明いたします。１款、市町支出

金４１０億４，２１５万５，１０２円でございます。まず、１項１目、事務費負担金

が３億９，２４５万７，９６２円で、保険給付関係事務に係る市町からの共通経費負

担金で、負担割合は一般会計の市町負担金と同じでございます。１項２目、保険料等

負担金ですが、２１５億３，７５４万４，４２２円で、各市町が徴収した被保険者の

皆様の保険料と、低所得者に対する保険料軽減措置の補填分でございます。続いて、

１項３目、療養給付費負担金は、１９１億１，２１５万２，７１８円で、各市町の医

療費の実績に基づく負担対象額の１２分の１の額でございます。次に２款、国庫支出

金８６９億４５２万６，５２１円でございます。まず、１項１目、療養給付費負担金

は５９２億９，７６６万１，５９０円で、医療費に係る国の負担、負担対象額の１２

分の３の額でございます。１項２目、高額医療費負担金は１２億６，５４１万３，９

５７円で、レセプト１件当たり８０万円を超える額のうち、保険料で賄うべき部分の
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４分の１を国が負担するものでございます。２項１目、調整交付金は２６２億９，６

１５万６，０００円で、広域連合間の財政調整を目的として普通調整交付金、それか

ら原爆被爆者及び被爆体験者に係る医療費が多額であるなどの特別な事情に対し交付

される特別調整交付金でございます。続いて３目、健康診査事業費補助金は３，１６

３万６，０００円で、これは健康診査事業、歯科検診事業に対する国庫補助金でござ

います。 

 １９ページをご覧ください。 

 ３款、県支出金は２０４億８，９００万１，１９８円でございます。まず、１項１

目、療養給付費負担金は１９２億２，３５８万７，２４１円で、医療費に係る県の負

担、負担対象額の１２分の１の額でございます。 

 続いて２目、高額医療費負担金が１２億６，５４１万３，９５７円で、負担割合は

国庫支出金と同じでございます。 

 次に４款、支払基金交付金９１６億８，４２６万９，７５３円でございますが、こ

れは現役世代の負担を財源とする交付金でございます。 

 ５款、特別高額医療費共同事業交付金１億８５万９，４６６円で、著しく高額な医

療費の発生による財政影響を緩和するため、国保中央会の共同事業により交付された

ものでございます。 

 次に、一番下です。７款、繰入金１３億７，１２３万９，０００円でございますが、

内容については次の２０ページに記載をしております。 

 これは、財政調整基金を取り崩し、繰り入れたものでございます。 

 続きまして、２０ページに８款、繰越金５１億８，４４０万９，４５３円でござい

ますが、これは令和５年度の決算剰余金を繰越金として受け入れたものでございます。 

 歳入最後は１０款、諸収入２億３，４３３万１，８０５円でございます。主なもの

としては、３項４目、第三者納付金２億７８３万４，３０９円で、これは、交通事故

など第三者行為に起因する医療給付に対し、その第三者から納付された賠償金でござ
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います。 

 続いて、２１ページをご覧ください。ここからは歳出になります。 

 歳出につきましても、主な款ごとの支出済額をご説明いたします。 

 なお、黄色い表紙の「主要な施策の成果説明書」は４ページから１８ページ、それ

から水色の表紙の「決算審査意見書」は３２ページから３８ページに、特別会計の歳

出内容について記載をしております。 

 それでは、緑色の表紙の説明資料の２１ページにお戻りください。 

 １款、総務費６億５，６８２万３，５５３円でございます。まず、１項１目、一般

管理費は５億８６９万４，９２９円で、その主なものとしては、共同電算手数料５，

８４２万４１９円、画像レセプト管理システム手数料５，００７万４，６４５円、療

養費支給決定通知書等郵送料３，２５７万２，８４８円、標準システム運用業務委託

料２，５３０万円、標準システム保守業務委託料３，１８３万７，０８０円、それか

ら６年度に更改を行いました標準システム機器購入費用１億４２９万３９８円、及び

市町への特別対策補助金４，７５６万４，０１５円などでございます。 

 続きまして、２項、医療費適正化事業費１億４，８１２万８，６２４円でございま

す。まず、１目、レセプト点検事業費は２，１９２万７，６４０円で、診療報酬明細

書、いわゆるレセプトの点検業務委託料などでございます。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 引き続き、４目、医療費通知事業、こちらが７，５６６万６，０２１円で、年３回

実施しております医療費通知郵送料及び医療費通知作成業務委託料などでございます。 

 次に２款、保険給付費２，３５１億７，３３４万８，７６３円でございます。特別

会計決算の説明の冒頭でお話しさせていただきましたとおり、特別会計歳出総額の９

８．０７％を占めております。まず、１項１目、療養給付費は２，２０４億７，１３

７万９，３０８円、こちらで入院、外来、歯科、調剤等に係る診療報酬などでござい

ます。続いて、２目、訪問看護療養費は１２億９，１５１万１，０１４円で、被保険
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者が居宅で受けた訪問看護に対する給付でございます。５目、審査支払手数料は５億

２，７８１万５，５２７円で、国保連合会が行ったレセプト審査に係る手数料でござ

います。次に２項１目、高額療養費１２４億２８９万８，９３９円、２目が高額介護

合算療養費１億７，８１６万４，９９５円でございます。３項１目、葬祭費が２億９，

８００万円、支給件数は１４，９００円でございます。 

 ２３ページをお願いします。中ほどをご覧ください。 

 ５款、支払基金拠出金１億５，５２３万４，１３２円でございます。これは少子化

を克服し子育てを社会全体で支援する観点から、後期高齢者医療制度が出産育児一時

金に係る費用の一部を支援する仕組みが、令和６年度から導入されたものに伴うもの

でございます。 

 続きまして、６款、保険事業が７億５，２５０万１，３１０円でございます。まず、

１項１目、健康診査費が４億９３０万５，７２２円で、各市町で実施している健康診

査の業務委託料等でございます。２目、その他健康保持増進費が３億４，３１９万５，

５８８円で、その主なものといたしましては、歯科検診事業手数料２，８５９万９，

０００円、はり・きゅうの施術費助成金７，２１２万３００円、それから「高齢者の

特性を踏まえた地域保険事業、いわゆる一体的実施事業」に係る業務委託料１億９，

９６６万４，２５７円などでございます。 

 この保険事業費につきましては、黄色の表紙の「主要な施策の成果説明書」、こち

らで実績等をご説明をさせていただきますので、「主要な施策の成果説明書」黄色の

表紙のほうをお願いいたします。 

 １２ページをご覧ください。 

 ページの中ほどに表、先ほどご説明いたしました健康診査に係る市町ごとの被保険

者数、それから受診者数などを記載をしておりますが、受診者数の合計は、表の中ほ

ど「受診者数」の列の一番下に記載のとおり、４万３，１００人でございます。 

 次に、１３ページをご覧ください。 
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 お口いきいき健康支援、いわゆる歯科検診事業に係る市町ごとの受診者数、延べ受

診回数等を表に記載しており、列の一番下の合計欄に記載のとおり、受診者数は２，

７６９人、延べ受診回数が５，３７２回でございます。 

 １４ページをご覧ください。 

 １４ページは、はり・きゅう施術費助成事業に係る市町ごとの助成人数、助成回数

等を表に記載しており、列の一番下の合計欄に記載のとおり、助成人数が７，５０６

人、助成回数が１０万３，０２９回でございます。 

 続きまして、１５ページには、「高齢者の特性を踏まえた地域保険事業（一体的実

施）」に係る市町ごとの委託料及び委託料の内訳、それから一体的実施の主な取組を

表にして記載しておりますので、ご参照いただきたいと思います。 

 保険事業費の説明は以上でございます。 

 申し訳ございません、再び緑色の表紙の「説明資料」に戻っていただきたいと思い

ます。 

 ２４ページをお開きください。 

 一番上からです。７款、基金積立金８億２，１８７万４，０００円でございますが、

これは財政調整基金への積立金でございます。 

 続いて、９款、諸支出金２１億５，４２６万４，８８１円でございます。１項２目、

償還金は２１億３，３５７万２，５７１円で、令和５年度に概算交付された国及び県

からの負担金等を令和６年度に清算し、返還したものでございます。 

 それでは、水色の表紙の「歳入歳出決算・審査意見書」のほうにより、特別会計に

おいて、前年度との比較等について主なものをご説明いたします。 

 審査意見書、２５ページをお開きください。水色の表紙の分でございます。 

 ２５ページ、まず歳入でございます。 

 １款、市町負担金において、表の右側「前年度比較」の列の一番下、右から２列目

に記載のとおり、３５億５，１００万８，０００円の増となっております。主な理由



―２５― 

は、表の下に記載しておりますが、令和６年度は保険料率が改定されたことと、被保

険者数の増加により、保険料等負担金が増加したことや、保険給付費の伸びに比例し、

療養給付費負担金が増加したことによるものでございます。 

 続いて、２６ページをお願いいたします。 

 ２款、国庫支出金ですが、同じく表の右から２列目の一番下、前年度比３０億７，

６８１万９，０００円の増となっております。これは、保険給付費の増に伴うもので

ございます。 

 続いて、２７ページ、３款、県支出金でございますが、こちらも同じく保険給付費

の増に伴い、２億６，９８０万８，０００円の増となっております。 

 次に歳出についてご説明いたします。３２ページをご覧ください。 

 ３２ページ、１款、総務費において、前年度と比較し、こちらの表に記載しており

ます表の右から２列目の一番下ですね。２億７，９８３万８，０００円の増となって

おり、主なものは、３３ページの上のほう、３３ページに記載しておりますが、５、

標準システム機器更改経費こちらにつきまして、令和６年度にシステムの一斉更新を

行っておりまして、記載している経費を合わせた１億７，５９３万９，０００円が全

て皆増となっております。 

 ３３ページ、下のほうをご覧ください。 

 「イ、不用額について」を記載をしております。１款の不用額は、５，８２８万５，

０００円となっており、主なものは、２項２目、普及啓発事業費において、制度改正

に伴う周知文書の発送回数等が見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 続いて、３４ページをご覧ください。 

 ２款、保険給付費において、前年度と比較し、表の右から２列目の一番下、４５億

２，８２１万５，０００円の増となっており、これは被保険者の増等に伴う１項１目、

療養給付費の増が３８億５，６５２万４，０００円と多くを占めております。 

 次に、２款の下のほう、「イ、不用額について」７６億９，５９２万９，０００円
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になっておりまして、これは療養給付費等が予算編成時の見込みを下回ったことなど

によるものでございます。 

 ３６ページをご覧ください。 

 ６款、保健事業費においては、中段より下、「イ、不用額について」ご説明いたし

ます。不用額３億８６４万４，０００円が生じておりまして、これらは、健康診査に

おける受診者数が見込みを下回ったため、また、高齢者の特性を踏まえた地域保健事

業における委託料の算出根拠となる市町の事業費が、予算編成時の見込みを下回った

ことなどによるものでございます。 

 以上が、令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連合・特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

 最後に、再び緑色の表紙の「説明資料」のほうに戻っていただきたいと思います。 

 参考資料として、まず２５ページをご覧ください。 

 参考資料として付けており「参考１、市町別医療給付費等の前年度比較表」、それ

から、２６ページ、２７ページに「参考２、市町負担金前年度比較表」を記載してお

りますので、ご参照いただきたいと思います。 

 最後、２８ページをご覧ください。 

 「基金の推移見込み」として、財政調整基金推移を表に記載しております。表の左、

１列目に記載のとおり、一般会計と特別会計を区分して記載しており、一番下の行が

財政調整基金全体の金額でございます。表の左から２列目、表の一番下「５年度末残

高」が１０４億２，８０４万６，０００円で、表の中ほどに記載しております令和６

年度に取崩し及び積立てを行った結果、表の右から４列目「６年度末残高」は、９８

億８，３５３万９，０００円となっております。 

 長くなってしまい、大変申し訳ございません。 

 以上で、議案第１１号及び議案第１２号の説明を終わります。よろしくご審議いた

だきますよう、お願いいたします。 
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○議長（岩永敏博君） 

 それでは、議案に対する質疑を行いますが、議案第１１号及び議案第１２号につい

ては、一括質疑となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

 ございませんか。 

 なければ、これをもって「議案第１１号及び議案第１２号」に対する質疑を終結い

たします。 

 これより、議案ごとに順次、討論・採決を行います。 

 まず、議案第１１号「令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連合、一般会計歳入歳

出決算」に対する討論に入ります。 

 ないようですので、これをもって討論を終結し、採決をいたします。 

 「議案第１１号」を原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって「議案第１１号」は、原案のとおり認定されました。 

 次に、議案第１２号「令和６年度長崎県後期高齢者医療広域連合、後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算」に対する討論に入ります。 

 ないようですので、これをもって討論を終結し、採決をいたします。 

 「議案第１２号」を、原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 
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○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって「議案第１２号」は、原案のとおり認定されました。 

 次に、日程８「協議等の場の開催について」を議題といたします。 

 提案理由について、事務局の説明を求めます。 

 事務局長。 

 

○事務局長（萩原哲郎君） 

 ただいま議題となりました「協議等の場の開催について」ご説明申し上げます。 

 本日、配付させていただきました資料「協議等の場の開催について」をご覧いただ

きたいと存じます。 

 これは、地方自治法第１００条第１２項及び長崎県後期高齢者医療広域連合議会会

議規則第１２５条の規定に基づき、協議等の場を臨時に設けるため、議会の議決を得

ようとするものです。この「協議等の場」につきましては、昨年も開催いたしました

議員研修会を今年度も開催しようとするものです。 

 「２、目的」に記載のとおり、広域連合の事業概要の説明を行います。それととも

に、制度改正についてもご説明をするものです。 

 「５、期間」ですが、記載のとおり令和７年１０月下旬頃に研修会を開催したいと

考えております。例年、研修会は２時間程度となっております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ただいまの協議等の場の開催について、可決することにご異議ありませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 
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○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、「協議等の場の開催について」は、可決することに決定いたしました。 

 次に、日程９「議会運営委員の選任について」を議題といたします。 

 本件については、議員の辞職等により、欠員が生じているため、選任するものであ

ります。委員の選任につきましては、議会委員会条例第５条の規定により、議長にお

いて指名いたします。 

 議会運営委員に、佐世保市選出、永田秀人議員、新上五島町選出、大志保裕議員を

指名いたしたいと存じます。 

 これにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま指名いたしました議員を議会運営委員に選任することに決定いた

しました。 

 正副委員長互選のため、直ちに議会運営委員会を開催してください。 

 委員会開催のため、暫時休憩いたします。 

 

（休  憩） 

 

（再  開） 
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○議長（岩永敏博君） 

 では、会議を再開いたします。 

 休憩中に開かれました、議会運営委員会における正副委員長の互選の結果について、

事務局から報告を求めます。 

 事務局長。 

 

○事務局長（萩原哲郎君） 

 休憩中に開かれました、議会運営委員会における、正副委員長の互選の結果を報告

いたします。 

 委員長に、長崎市、井上重久議員が、副委員長に、東彼杵町、浪瀬真吾議員が選任

されました。 

 以上でございます。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 次に、日程１０「例月出納検査報告について」は、配付されております報告書のと

おりであります。本件は、地方自治法の規定により、報告されたものでありますので、

ご了承をお願いいたします。 

 次に、日程１１「一般質問」を行います。なお、一般質問については、議会運営委

員会の申合せにより、質問・答弁を含め、１人につき３０分以内となります。 

 では、１３番、松本議員。 

 

○１３番（松本順子君） 

 皆さん、こんにちは。お疲れさまです。１３番、壱岐市の松本順子です。 

 一般質問をさせていただきます。３つ用意しております。 

 まず、１つ目の質問。保険料が２年ごとに上がっているということについてですね。
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この保険料の上昇による滞納状況についてお伺いします。２年ごとに上がっている保

険料により、実際に滞納が増えたということがありますか。 

 ２つ目に、心配されていた「医療控えになった」というケースが発生していますか

ということをお聞きします。 

 ２番目の質問に入ります。 

 医療費が増えております原因についてです。団塊の世代が後期高齢者になったこと

による人口の増加が原因として上げられていますが、死亡者も増えております。超高

齢者はもちろんですが、ここ数年、壱岐でもお元気だった７０代の方の死亡や体調不

良が増えております。まだまだ元気で過ごせる世代のはずです。市で健康増進への取

組には期待しておりますけれども、後期高齢者医療広域連合としては、どのようにお

考えでしょうか。 

 ３番目の質問になります。 

 マイナンバーカードが２０２６年に変わることについてです。来年には、保険証を

一体化したマイナンバーカードが新たな個人番号のカードに変わると聞いております。

マイナ保険証はマイナンバーカードに保険証の機能を追加しただけで、国が９，００

０億円もの税金が投入されているそうです。それをまた変更するために、多額の費用

が係る上に、高齢者や高齢者を支えている人たちがまた振り回されるというか、混乱

することになるのではないでしょうかということで、お尋ねいたします。よろしくお

願いいたします。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 連合長。 

 

○連合長（古川隆三郎君） 

 松本順子議員のご質問に答弁をさせていただきます。 
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 まず、項目１番です。保険料の上昇による滞納状況について。保険料につきまして

は、平成２０年の後期高齢者医療制度開始以降、２年間の特定期間ごとに計８回の改

定を行いました。保険料は徐々に上昇しているところであります。一方で、保険料の

収納率につきましては、制度開始時点から現時点まで、全体の流れとして上昇、いわ

ゆる改善してきている状況であります。したがいまして、保険料の引上げが滞納に影

響しているかという状況にはないものと認識しているところであります。また。保険

料が上がったことにより、医療機関の受診を控えられていることがあるのではないか

というご意見でございますが、これまでそういった声はいただいていないところであ

ります。保険料につきましては、低所得者の負担を軽減する観点から、均等割につい

て、７割、５割、２割の軽減措置が設けられています。また、著しく収入減少がある

場合、例として、火事や災害などが考えられますが、そういった場合には、減免制度

もあります。広域連合としましては、近年の物価高騰が続く中で、被保険者の負担が

増大することが懸念されることから、定率国庫負担割合の増加など、国の財政支援を

拡充するよう、令和７年６月に厚生労働大臣に対し、全国後期高齢者医療広域連合協

議会を通じ、要望を行ったところであります。 

 今後も、被保険者の皆様方にとって、安心して医療を受けることができるよう、国

の動向を注視しながら対応してまいりたいと考えております。 

 次に、２つ目のご質問であります。 

 医療費が増える原因はどのようなことかというご質問であります。後期高齢者の医

療費は、議員のご指摘のとおり、年々増加傾向にあるところであります。広域連合と

しては、厚生労働省や日本臨床外科学会の資料等も踏まえ、後期高齢者の医療費増加

の主な要因は、次の２点があると考えています。 

 まず、１つ目に、団塊の世代が後期高齢者になったことによる被保険者数の増加、

高齢化の進展による医療需要の拡大であります。高齢者は若年層に比べ医療サービス

の利用頻度が高く、高齢化の進展に伴い、今後も医療需要の増加は続くものと見込ま
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れているところであります。 

 ２つ目に、医療の高度化です。新薬の登場や高度な医療機器の導入等により、１人

当たりの診療単価が上昇しています。これが医療費全体を押し上げています。特に、

高額薬剤の普及は患者の利益に資するものである一方、財政面への影響も大きい状況

であります。医療費の低減には、生活習慣病などの発症や重症化を防ぎ、健康寿命を

延ばすことが解決策の１つでありますので、後期高齢者の保健事業、市町の保健事業

や介護事業と連携することで、医療費全体の抑制につなげてまいりたいと考えている

ところであります。 

 ３つ目のご質問は、マイナンバーカードについてであります。 

 マイナンバーカードが２０２６年に変わることについてのお尋ねです。新たな個人

番号カードにつきましては、現時点、国から正式な通知が来ておりませんので、デジ

タル庁の資料を基に説明をさせてください。デジタル庁においては、現行カードの導

入から１０年を迎える２０２６年を視野に、カードの機能向上が検討されているとこ

ろであります。主な変更点は、まずカード記載事項の見直しが挙げられます。具体的

には、性別表記の削除、生年月日の西暦表記への変更、ローマ字氏名の追加、そして

デザイン刷新などが検討されていると伺っております。 

 次に、技術面の改善です。電子証明書の有効期限を５年から１０年に延長するほか、

暗号方式の強化が予定されています。これにより、利便性の向上と安全性の確保が図

られるものであります。さらに、カード名称そのものの変更も議論されているところ

であります。 

 以上のように、新たな個人番号カードは、安全性、利便性、そして、国民の利用し

やすさを一層高めることを目的とされており、現行のマイナンバーカード自体の有効

期限や電子証明書の有効期限を迎えた場合に、順次更新していく予定とされていると

ころであります。 

 当広域連合といたしましては、新たな個人番号カードへの更新に当たっては、今後
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も被保険者の皆様にとって安心して医療を受けることができるよう、国の動向を注視

し、被保険者に混乱が生じないよう、正しい知識の周知について、全国後期高齢者医

療広域連合協議会を通して、様々な要望をしてまいりたいと考えております。 

 以上、壇上からの答弁とさせていただきます。以上であります。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 再質問、ございますか。 

 １３番、松本議員。 

 

○１３番（松本順子君） 

 質問はないです。 

 

○議長（岩永敏博君） 

 以上で一般質問を終わります。 

 お諮りいたします。 

 今定例会において、議決されました各案件については、その条項、字句、その他、

整理を要するものについては、議会会議規則第４０条の規定により、その整理を議長

に委任願いたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 

【「異議なし」という者あり】 

 

○議長（岩永敏博君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、これらの整理を要するものにつきましては、議長に委任することに決定い
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たしました。 

以上をもちまして、今定例会に付議された事件は、全部終了しました。 

これにて閉会をいたします。皆さんどうもお疲れさまでした。 

＝閉会 午後２時３５分＝ 
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上記のとおり会議録を調製し署名する。 

議  長  岩永 敏博 

署名議員  川副  剛 

署名議員  松本 順子 
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